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株式会社メニコン 2027 年３月期第 1 四半期 決算説明会 

開催日時 2026 年 8 月 7 日、16 時 00 分～17 時 00 分 

説明資料 2027 年３月期 第１四半期決算説明資料 

https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS08353/bcd2f2aa/149c/4cec/b5a7/e35895ca2492/202608051

84320501s.pdf  

説明会登壇者 取締役兼代表執行役社長 CEO 川浦康嗣 

執行役 総合統括本部長 CFO 古賀秀樹 

財務＆IR 部 部長 伊藤裕治 

開催形式 オンライン開催 

※本資料は、2026 年８月 7 日に開催した決算説明会における説明内容の概要を記載したものであ

り、将来の見通しに関する記述を含む場合があります。 

 

■決算説明要旨 

Ⅰ.2027 年３月期第１四半期 連結業績概要 
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【連結業績サマリー】 

2027 年３月期第１四半期の連結業績は、売上高が前年同期比 7.0％増の 323 億円、売上総利益が

9.1％増の 175 億円、営業利益が 74.9％増の 34 億円、経常利益が 90.1％増の 33 億円、親会社株主

に帰属する四半期純利益が 124.9％増の 22 億円となり、増収増益となった。 

１DAY の販売拡大により、ビジョンケア事業の売上高は 302 億円（7.1％増）となった。 

利益面では、主に１DAY の販売拡大による売上総利益の増加に加え、一昨年より取り組んでいるコ

スト構造の見直しによる販管費のコントロールが奏功し、営業利益は増益となった。 

 

【１DAY】 

１DAY 売上高は、13.7％増の 92 億円となった。マレーシア工場稼働による供給量増加を背景に、

これまでの販売抑制モードから拡販モードに移行し、国内外で販売活動を強化したことで販売が拡

大した。 

国内では、直営店での１DAY メルスプラン会員数の増加や得意先での物販販売が伸長し、メルスプ

ランは 4.0 億円、国内物販は 4.1 億円の増収となった。海外では、欧州での量販チェーンとの新規

取引拡大や、中国での大手 EC サイトにおける 1DAY のラインアップ拡充により 2.9 億円の増収と

なった。 

 

  

                                                 

      

 

     
       
  

       
       

                    

                       

                    

                  

                        

                     

                

                           

                                  

                          

                                                 
                                                 

                                       

                       

    



3 

【オルソケラトロジー関連】 

オルソケラトロジー関連売上高は、14.8％増の 37 億円となった。 

オルソケラトロジーレンズは、中国における景気停滞や競争激化が継続する一方、その他地域での

販売拡大や円安の影響により 3.4 億円の増収となった。アジアでのレンズケアは、中国では同様の

状況にあるものの、円安の影響により 1.4 億円の増収となった。 

 

【その他コンタクトレンズ・レンズケア】 

１DAY 及びオルソケラトロジー関連を除くその他コンタクトレンズ・レンズケアの売上高は、2.3％

増の 172 億円となった。 

メルスプランは、１DAY 以外の会員数が減少傾向にあるものの値上げ効果により売上高は横ばいと

なった。コンタクトレンズは、グループ直営店における自社１DAY への切り替えにより他社品の販

売が減少したが、欧州での 1MONTH 販売拡大もあり横ばいとなった。アジア以外のレンズケア

は、国内・北米での販売拡大により 4.2 億円の増収となった。 

 

【ヘルスケア・ライフケア】 

ヘルスケア・ライフケア事業の売上高は、6.5％増の 21 億円となった。食品事業における米国を中

心とした販売拡大により 1.3 億円の増収となった。 

 

【売上総利益・営業利益・EBITDA】 

売上総利益は、マレーシア工場製よりも原価率の低い各務原工場製の 1DAY の販売が進んだことで

原価率の上昇が限定的となり、14 億円増の 175 億円となった。販管費は、全社的な業務効率化の推

進や中国での販促活動の見直し、減価償却費の減少等によるコスト構造の見直しにより、前年並み

の 141 億円となった。この結果、営業利益は前年同期比 74.9％増の 34 億円、EBITDA は同 38.1％

増の 60 億円となった。 
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Ⅱ．2027 年 3 月期通期 連結業績予想と見通し 
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【連結業績予想】 

第１四半期の実績は、概ね想定通り堅調に推移している。 

為替は想定レートに対して円安基調で推移しており、売上高には一定の押し上げ効果を見込む一

方、利益への影響は限定的と考えている。 

通期に向けては、マレーシア工場製の１DAY の販売増加に伴う原価率の上昇に加え、１DAY の販

売加速に向けた複数の施策を予定していることから、現時点では業績予想の修正は予定していな

い。 

 

【第２四半期以降の見通し】 

第２四半期以降は、国内外で引き続き１DAY の販売拡大を進め、下半期より本格的な販促投資とプ

ロモーションを実施する。国内では年末から年度末にかけての需要期、海外ではこれまでの販促投

資の効果が見込まれる下半期に、販売拡大をさらに加速させる予定である。 

現状、１DAY の販売拡大に伴い、原価率の高いマレーシア生産品の構成比が高まり、原価率が上昇

する構造となっている。一方、中長期的にはマレーシア工場での生産拡大による量産効果を通じ

て、恒常的な利益率の改善につながると見込んでいる。 

中東情勢については引き続き不透明な状況が継続すると考えており、その影響については期首に織

り込んだコスト増を見込んでいる。 
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Ⅲ．中期経営計画マイルストーン 2027 の進捗と今後の見通し 

 

【1DAY 生産強化】 

１DAY のグローバル市場は堅調に成長し、コンタクトレンズ市場全体を上回り、引き続き市場拡大

の牽引役となっている。各務原工場・シンガポール工場はほぼ生産キャパシティの上限に達してお

り、今後の需要拡大に対しては、拡張性の高いマレーシア工場を中心に生産能力の増強を進める。 

 

【1DAY 販売強化（国内）】 

国内の１DAY 市場における当社シェアは、コンタクトレンズ全体のシェアに比較して低いため、国

内でも１DAY の伸び代がある。前年度までの１DAY の販売制約を解除し、積極的な販売拡大へと

完全に方針をシフトチェンジしている。メルスプランでは新規会員獲得に注力する。また、週末や

スポーツ時のみ使用する「オケージョナルユーザー」層を取り込む。 

さらに、前年度に抑制していた広告宣伝や販促等の集客投資を正常化させており、第１四半期での

力強い成長モメンタムを今後も維持していく。 

 

【1DAY 販売強化（海外）】 

海外では、各地域で大手企業や販売代理店とのパートナーシップ強化を継続し、第１四半期の海外

１DAY 売上高は順調に拡大している。欧州では、ドイツ、イタリア、フランスの現地大手メガネチ

ェーンへのローンチを行った。中国では、大手 EC サイトでの自社製品ラインアップを拡充した。

今後は営業活動に加え、販路、物流・配送を含むサプライチェーンなど販売インフラの整備を継続

し、開拓したアカウントでの持続的な取引成長につなげていく。 

 

【マイルストーン 2027 の達成に向けて】 

中期経営計画の定量目標最終年度である 2028 年３月期に向けて、これまでの設備投資による「投

資実行期」から「投資回収期」への移行を、業績数値で明確に示すことが重要なマイルストーンと

なる。これまでは１DAY 設備投資により固定費型の収益構造となっているため、今後はトップライ

ン成長を加速し、生産数量・売上高の拡大を通じて利益率の向上を図る。生産能力の上限が解消さ

れたことを背景に、これまで以上に１DAY の成長スピードを高め、販売拡大と利益率向上を中期経

営計画の達成へと直結させていく。 


